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TakemuraetNakaseko":地質標本館の新規展示

｢付加体の形成と放散虫化石｣の作成に際してつくら

れた復元拡大模型であり,第1展示室に展示されてい

る.本種は丹波帯などのペルム紀チャｰトの中から特

徴的に産する.本種は実際には頂部から刺の先まで

の高さ250μm程であるが,模型は約1,500倍に拡大さ

れ,35cm程である.写真はステレオ写真となってお

り,立体視(平行法)ができる.詳しくは本文及び口

絵参照.(写真と文:地質調査所地質部斎藤眞･

地質調査所地質標本館利光誠一)

至夏簑篇地質調査所

面305茨城県つくば市東1-1-3

������㌵㈰���㈹�����

Geo且｡gic盈1Surveyo童J凱p乱n�


